
統計学への確率論 その先へ 清水 泰隆 

ゼロからの測度論的理解と漸近理論への架け橋 

 

σ‐加法族、確率変数、頻度論的確率、公理論的確率、線形変換、a.s.(ほとんど確実に)、歪度、尖度、概収

束、弱収束、連続写像定理、「中心極限定理」の名前の由来、 

 

 

本書は，本格的な数理統計学を目標とする読者向けに，特に統計学で重要と 

なる事柄に重点をおき，速習的に確率論を学ぶことができる学部生向け教科書 

を目指した．微積分，線形代数と集合演算に関する多少の知識のみを前提とし， 

確率論を学びながら測度論の重要ポイントを押さえることにより，基礎となる 

理論の内容をおろそかにすることなく，最短経路で「測度論的確率論」の概略 

をつかみ，その先の「大標本理論」にスムーズに移行できるよう，その橋渡し 

となることを目標とした． 

 

このような内容の執筆を思ったのは，早稲田大学基幹理工学部・応用数理学 

科における 3 年生向けの通年講義「確率統計概論」を授業したことがきっかけ 

である． 

 

 

 

  

 

 

σ‐加法族 

 

∪ 

 

 

 

 

「確率変数（確率ベクトル）」はその呼び名とは裏腹に，定義に 

“確率”の概念は不要であることに注意されたい．実際，我々はまだ“確率”を 

ちゃんと定義していない．英語でも「random variable（vector）」であって， 

“確率”（probability や stochastic）という語は使われない． 

 

～～～～～～～～～～～ 



確率変数と確率の違い 

確率変数は事象を介して確率を付与された変数。 

https://www.koubundou.co.jp/files/00087.pdf 
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頻度論的確率、公理論的確率 

 

 

 

 

 

https://www.koubundou.co.jp/files/00087.pdf


 

 



 

                                                 

                                                                                  



 

 

 

 

 

 

～～～～～～～ 

線形変換 

線形変換（線型写像）とは、簡単に表現すると「行列によって空間（線形空間）を変形させること」です。 

https://www.headboost.jp/what-is-linear-transformation/ 
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https://www.headboost.jp/what-is-linear-transformation/


 

 

◆歪度、尖度 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

独立同一分布（i.i.d.） 

independent and identically distributed 

 

 

 

 



 

「中心極限定理」の名前の由来 

 

 

確率的(stochastic) 

stochastic  確率的な、確率論的な、推計学的な 

 


